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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 弁 座 と 、
　 弁 体 と 、
を 備 え 、
　 前 記 弁 体 及 び 前 記 弁 座 の そ れ ぞ れ は 、
　 　 母 材 上 に 形 成 さ れ る 前 記 母 材 と は 材 質 が 異 な る 第 １ 層 と 、
　 　 少 な く と も 前 記 弁 体 と 前 記 弁 座 と の 接 触 位 置 に お い て 前 記 第 １ 層 上 に 形 成 さ れ る 、 前  
記 母 材 及 び 前 記 第 １ 層 と は 材 質 が 異 な る 第 ２ 層 と 、
を 有 し 、
  前 記 第 １ 層 は 、 前 記 第 ２ 層 の 割 れ を 抑 制 す る た め に 設 け ら れ 、
　 前 記 弁 体 と 前 記 弁 座 と の 接 触 位 置 を 挟 ん で 隔 て ら れ る 蒸 気 流 路 の 一 方 側 及 び 他 方 側 の 内  
の 少 な く と も 一 方 側 に お い て 、 前 記 弁 体 又 は 前 記 弁 座 の 少 な く と も 何 れ か 一 方 に お け る 前  
記 蒸 気 流 路 に 面 し た 表 面 の 曲 率 半 径 に つ い て 、 前 記 弁 体 と 前 記 弁 座 と の 相 対 的 な 移 動 方 向  
に 沿 っ た 断 面 に お け る 前 記 第 １ 層 の 表 面 の 最 小 曲 率 半 径 は 、 前 記 母 材 の 表 面 の 最 小 曲 率 半  
径 又 は 前 記 第 ２ 層 の 表 面 の 最 小 曲 率 半 径 の 内 の 小 さ い 方 の 曲 率 半 径 以 上 で あ る
蒸 気 弁 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 断 面 に お い て 、 前 記 母 材 と 前 記 第 １ 層 と の 界 面 と 、 前 記 母 材 の 表 面 と の 交 差 角 度 は  
、 前 記 界 面 と 前 記 母 材 の 表 面 と の 交 差 位 置 に お い て ９ ０ 度 以 上 で あ る

請求項の数　6　（全17頁）
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請 求 項 １ に 記 載 の 蒸 気 弁 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 弁 体 の 前 記 断 面 に お い て 、 前 記 交 差 位 置 は 、 前 記 弁 体 の 中 心 軸 を 中 心 と す る 径 方 向  
内 側 と 外 側 の ２ カ 所 に 表 れ 、
　 該 ２ カ 所 の 前 記 交 差 位 置 の 内 、 前 記 径 方 向 内 側 の 前 記 交 差 位 置 に お け る 前 記 界 面 の 延 在  
方 向 は 、 前 記 移 動 方 向 の 内 、 前 記 弁 体 が 前 記 弁 座 に 近 づ く 方 向 に 向 か う に つ れ て 前 記 中 心  
軸 に 近 づ く よ う に 前 記 中 心 軸 に 対 し て 傾 斜 し て い る
請 求 項 ２ に 記 載 の 蒸 気 弁 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 弁 座 の 前 記 断 面 に お い て 、 前 記 交 差 位 置 は 、 前 記 弁 体 の 中 心 軸 を 中 心 と す る 径 方 向  
内 側 と 外 側 の ２ カ 所 に 表 れ 、
　 該 ２ カ 所 の 前 記 交 差 位 置 の 内 、 前 記 径 方 向 外 側 の 前 記 交 差 位 置 に お け る 前 記 界 面 の 延 在  
方 向 は 、 前 記 移 動 方 向 の 内 、 前 記 弁 体 が 前 記 弁 座 に 近 づ く 方 向 に 向 か う に つ れ て 前 記 中 心  
軸 に 近 づ く よ う に 前 記 中 心 軸 に 対 し て 傾 斜 し て い る
請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 蒸 気 弁 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 弁 体 の 前 記 断 面 に お い て 、 前 記 交 差 位 置 は 、 前 記 弁 体 の 中 心 軸 を 中 心 と す る 径 方 向  
内 側 と 外 側 の ２ カ 所 に 表 れ 、
　 該 ２ カ 所 の 前 記 交 差 位 置 の 内 、 前 記 径 方 向 内 側 の 前 記 交 差 位 置 に お け る 前 記 界 面 の 延 在  
方 向 は 、 前 記 移 動 方 向 の 内 、 前 記 弁 体 が 前 記 弁 座 に 近 づ く 方 向 に 向 か う に つ れ て 前 記 中 心  
軸 か ら 遠 ざ か る よ う に 前 記 中 心 軸 に 対 し て 傾 斜 し て い る
請 求 項 ２ に 記 載 の 蒸 気 弁 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 弁 座 の 前 記 断 面 に お い て 、 前 記 交 差 位 置 は 、 前 記 弁 体 の 中 心 軸 を 中 心 と す る 径 方 向  
内 側 と 外 側 の ２ カ 所 に 表 れ 、
　 該 ２ カ 所 の 前 記 交 差 位 置 の 内 、 前 記 径 方 向 外 側 の 前 記 交 差 位 置 に お け る 前 記 界 面 の 延 在  
方 向 は 、 前 記 移 動 方 向 の 内 、 前 記 弁 体 が 前 記 弁 座 に 近 づ く 方 向 に 向 か う に つ れ て 前 記 中 心  
軸 か ら 遠 ざ か る よ う に 前 記 中 心 軸 に 対 し て 傾 斜 し て い る
請 求 項 ２ 又 は ５ に 記 載 の 蒸 気 弁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 蒸 気 弁 に 関 す る 。
　 本 願 は 、 ２ ０ ２ １ 年 ４ 月 ３ ０ 日 に 日 本 国 特 許 庁 に 出 願 さ れ た 特 願 ２ ０ ２ １ － ０ ７ ７ ７ ７  
８ 号 に 基 づ き 優 先 権 を 主 張 し 、 そ の 内 容 を こ こ に 援 用 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 蒸 気 タ ー ビ ン に 供 給 さ れ る 蒸 気 の 流 量 を 制 御 す る 等 の 用 途 で 用 い ら れ る 蒸 気 弁 で  
は 、 高 速 で 流 通 す る 高 温 高 圧 の 蒸 気 に よ る 摩 耗 を 抑 制 す る た め 、 コ バ ル ト 基 合 金 等 で 肉 盛  
り さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ２ － ６ １ ５ １ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 の も の で は 、 コ バ ル ト 基 合 金 の 肉 盛 層 の 割 れ を 抑 制 す る た め 、  
鉄 基 の 合 金 製 の 母 材 と 肉 盛 層 と の 間 に ニ ッ ケ ル 基 合 金 の バ タ リ ン グ 層 を 形 成 さ せ る こ と で  
、 肉 盛 層 に お け る 、 母 材 か ら の 鉄 の 溶 け 込 み を 防 止 す る よ う に し て い る 。
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　 し か し 、 コ バ ル ト 基 合 金 の 肉 盛 層 に 比 べ る と ニ ッ ケ ル 基 合 金 の バ タ リ ン グ 層 は 軟 質 で あ  
る 。 そ の た め 、 バ タ リ ン グ 層 の 内 、 蒸 気 弁 の 部 品 の 表 面 に 現 れ る 部 分 の 摩 耗 を 抑 制 す る こ  
と が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 開 示 の 少 な く と も 一 実 施 形 態 は 、 上 述 の 事 情 に 鑑 み て 、 蒸 気 弁 に お け る 部 品 の 摩 耗 を  
抑 制 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
（ １ ） 本 開 示 の 少 な く と も 一 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 は 、
　 弁 座 と 、
　 弁 体 と 、
を 備 え 、
　 前 記 弁 体 及 び 前 記 弁 座 の そ れ ぞ れ は 、
　 　 母 材 上 に 形 成 さ れ る 前 記 母 材 と は 材 質 が 異 な る 第 １ 層 と 、
　 　 少 な く と も 前 記 弁 体 と 前 記 弁 座 と の 接 触 位 置 に お い て 前 記 第 １ 層 上 に 形 成 さ れ る 、 前  
記 母 材 及 び 前 記 第 １ 層 と は 材 質 が 異 な る 第 ２ 層 と 、
を 有 し 、
　 前 記 弁 体 と 前 記 弁 座 と の 接 触 位 置 を 挟 ん で 隔 て ら れ る 蒸 気 流 路 の 一 方 側 及 び 他 方 側 の 内  
の 少 な く と も 一 方 側 に お い て 、 前 記 弁 体 又 は 前 記 弁 座 の 少 な く と も 何 れ か 一 方 に つ い て 、  
前 記 弁 体 と 前 記 弁 座 と の 相 対 的 な 移 動 方 向 に 沿 っ た 断 面 に お け る 前 記 第 １ 層 の 最 小 曲 率 半  
径 は 、 前 記 母 材 の 表 面 の 最 小 曲 率 半 径 又 は 前 記 第 ２ 層 の 表 面 の 最 小 曲 率 半 径 の 内 の 小 さ い  
方 の 曲 率 半 径 以 上 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 の 少 な く と も 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 蒸 気 弁 に お け る 部 品 の 摩 耗 を 抑 制 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ Ａ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 の 弁 座 及 び 弁 体 に つ い て の 模 式 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ Ｂ 】 図 １ Ａ に 示 し た 蒸 気 弁 に お い て 、 弁 が 閉 じ た 状 態 を 表 す 模 式 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 他 の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 の 弁 座 及 び 弁 体 に つ い て の 模 式 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 の 弁 座 及 び 弁 体 に つ い て の 模 式 的 な 断 面 図 で あ  
る 。
【 図 ４ 】 さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 の 弁 座 及 び 弁 体 に つ い て の 模 式 的 な 断 面 図 で あ  
る 。
【 図 ５ 】 さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 の 弁 座 に つ い て の 模 式 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 １ 層 の 厚 さ を 変 化 さ せ た と き の 、 母 材 と 第 １ 層 と の 界 面 に お け る 応 力 、 及 び 、  
第 １ 層 と 第 ２ 層 と の 界 面 に お け る 応 力 に つ い て 説 明 す る た め の グ ラ フ で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 開 示 の 幾 つ か の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 た だ し 、 実 施  
形 態 と し て 記 載 さ れ て い る 又 は 図 面 に 示 さ れ て い る 構 成 部 品 の 寸 法 、 材 質 、 形 状 、 そ の 相  
対 的 配 置 等 は 、 本 開 示 の 範 囲 を こ れ に 限 定 す る 趣 旨 で は な く 、 単 な る 説 明 例 に す ぎ な い 。
　 例 え ば 、 「 あ る 方 向 に 」 、 「 あ る 方 向 に 沿 っ て 」 、 「 平 行 」 、 「 直 交 」 、 「 中 心 」 、 「  
同 心 」 或 い は 「 同 軸 」 等 の 相 対 的 或 い は 絶 対 的 な 配 置 を 表 す 表 現 は 、 厳 密 に そ の よ う な 配  
置 を 表 す の み な ら ず 、 公 差 、 若 し く は 、 同 じ 機 能 が 得 ら れ る 程 度 の 角 度 や 距 離 を も っ て 相  
対 的 に 変 位 し て い る 状 態 も 表 す も の と す る 。
　 例 え ば 、 「 同 一 」 、 「 等 し い 」 及 び 「 均 質 」 等 の 物 事 が 等 し い 状 態 で あ る こ と を 表 す 表  
現 は 、 厳 密 に 等 し い 状 態 を 表 す の み な ら ず 、 公 差 、 若 し く は 、 同 じ 機 能 が 得 ら れ る 程 度 の  
差 が 存 在 し て い る 状 態 も 表 す も の と す る 。
　 例 え ば 、 四 角 形 状 や 円 筒 形 状 等 の 形 状 を 表 す 表 現 は 、 幾 何 学 的 に 厳 密 な 意 味 で の 四 角 形  
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状 や 円 筒 形 状 等 の 形 状 を 表 す の み な ら ず 、 同 じ 効 果 が 得 ら れ る 範 囲 で 、 凹 凸 部 や 面 取 り 部  
等 を 含 む 形 状 も 表 す も の と す る 。
　 一 方 、 一 の 構 成 要 素 を 「 備 え る 」 、 「 具 え る 」 、 「 具 備 す る 」 、 「 含 む 」 、 又 は 、 「 有  
す る 」 と い う 表 現 は 、 他 の 構 成 要 素 の 存 在 を 除 外 す る 排 他 的 な 表 現 で は な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ Ａ は 、 一 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 の 弁 座 及 び 弁 体 に つ い て の 模 式 的 な 断 面 図 で あ る 。
　 図 １ Ｂ は 、 図 １ Ａ に 示 し た 蒸 気 弁 に お い て 、 弁 が 閉 じ た 状 態 を 表 す 模 式 的 な 断 面 図 で あ  
る 。
　 図 ２ は 、 他 の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 の 弁 座 及 び 弁 体 に つ い て の 模 式 的 な 断 面 図 で あ る 。
　 図 ３ は 、 さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 の 弁 座 及 び 弁 体 に つ い て の 模 式 的 な 断 面 図 で  
あ る 。
　 図 ４ は 、 さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 の 弁 座 及 び 弁 体 に つ い て の 模 式 的 な 断 面 図 で  
あ る 。
　 図 ５ は 、 さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 の 弁 座 に つ い て の 模 式 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 １ ０ ０ は 、 弁 内 の 蒸 気 流 路 １ ０ １ に 面 す る 弁 座 表 面 １ １  
０ ａ を 有 す る 弁 座 １ １ ０ と 、 蒸 気 流 路 １ ０ １ に 面 す る 弁 体 表 面 １ ６ ０ ａ を 有 す る 弁 体 １ ６  
０ と 、 を 備 え る 。
　 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 １ ０ ０ で は 、 弁 座 １ １ ０ と 弁 体 １ ６ ０ と が 相 対 的 に 移 動  
す る こ と で 、 よ り 具 体 的 に は 、 不 図 示 の 弁 箱 に 固 定 さ れ た 弁 座 １ １ ０ に 対 し て 弁 体 １ ６ ０  
が 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 沿 っ て 移 動 す る こ と で 、 蒸 気 流 路 １ ０ １ を 流 れ る 蒸 気 の 流  
量 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ の 延 在 方 向 は  
、 弁 座 １ １ ０ と 弁 体 １ ６ ０ と の 相 対 的 な 移 動 方 向 で も あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 １ ０ ０ で は 、 弁 座 １ １ ０ は 、 母 材 １ １ １ 上 に 形 成 さ れ る  
母 材 １ １ １ と は 材 質 が 異 な る 第 １ 層 １ １ ３ と 、 少 な く と も 弁 体 １ ６ ０ と 弁 座 １ １ ０ と の 接  
触 位 置 １ ０ ３ に お い て 第 １ 層 １ １ ３ 上 に 形 成 さ れ る 、 母 材 １ １ １ 及 び 第 １ 層 １ １ ３ と は 材  
質 が 異 な る 第 ２ 層 １ １ ５ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 弁 座 １ １ ０ の 母 材 １ １ １ は 、 鉄 基 の 合 金 で 形 成 さ  
れ て い る 。 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 弁 座 １ １ ０ で は 、 第 １ 層 １ １ ３ は 、 例 え ば ニ ッ ケ ル 基  
の 合 金 で 形 成 さ れ て い る 。 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 弁 座 １ １ ０ で は 、 第 ２ 層 １ １ ５ は 、 例  
え ば コ バ ル ト 基 の 合 金 で 形 成 さ れ て い る 。
　 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 弁 座 １ １ ０ で は 、 第 ２ 層 １ １ ５ は 、 弁 体 １ ６ ０ と の 接 触 位 置 １  
０ ３ を 挟 ん で 隔 て ら れ る 蒸 気 流 路 １ ０ １ の 一 方 側 か ら 他 方 側 か け て 形 成 さ れ た 肉 盛 層 で あ  
る 。 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 弁 座 １ １ ０ で は 、 第 １ 層 １ １ ３ は 、 コ バ ル ト 基 合 金 の 第 ２ 層  
１ １ ５ の 割 れ を 抑 制 す る た め 、 母 材 １ １ １ と 第 ２ 層 １ １ ５ と の 間 に 設 け ら れ た バ タ リ ン グ  
層 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 １ ０ ０ で は 、 弁 体 １ ６ ０ は 、 母 材 １ ６ １ 上 に 形 成 さ れ る  
母 材 １ ６ １ と は 材 質 が 異 な る 第 １ 層 １ ６ ３ と 、 少 な く と も 弁 体 １ ６ ０ と 弁 座 １ １ ０ と の 接  
触 位 置 １ ０ ３ に お い て 第 １ 層 １ ６ ３ 上 に 形 成 さ れ る 、 母 材 １ ６ １ 及 び 第 １ 層 １ ６ ３ と は 材  
質 が 異 な る 第 ２ 層 １ ６ ５ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 弁 体 １ ６ ０ の 母 材 １ ６ １ は 、 鉄 基 の 合 金 で 形 成 さ  
れ て い る 。 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 弁 体 １ ６ ０ で は 、 第 １ 層 １ ６ ３ は 、 例 え ば ニ ッ ケ ル 基  
の 合 金 で 形 成 さ れ て い る 。 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 弁 体 １ ６ ０ で は 、 第 ２ 層 １ ６ ５ は 、 例  
え ば コ バ ル ト 基 の 合 金 で 形 成 さ れ て い る 。
　 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 弁 体 １ ６ ０ で は 、 第 ２ 層 １ ６ ５ は 、 弁 座 １ １ ０ と の 接 触 位 置 １  
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０ ３ を 挟 ん で 隔 て ら れ る 蒸 気 流 路 １ ０ １ の 一 方 側 か ら 他 方 側 か け て 形 成 さ れ た 肉 盛 層 で あ  
る 。 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 弁 体 １ ６ ０ で は 、 第 １ 層 １ ６ ３ は 、 コ バ ル ト 基 合 金 の 第 ２ 層  
１ ６ ５ の 割 れ を 抑 制 す る た め 、 母 材 １ ６ １ と 第 ２ 層 １ ６ ５ と の 間 に 設 け ら れ た バ タ リ ン グ  
層 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 １ ０ ０ で は 、 比 較 的 高 温 高 圧 で あ る 蒸 気 が 蒸 気 流 路 １ ０  
１ を 比 較 的 高 い 速 度 で 流 れ る こ と に よ る 弁 座 １ １ ０ や 弁 体 １ ６ ０ の 摩 耗 を 抑 制 す る た め に  
、 上 述 し た よ う に 、 コ バ ル ト 基 合 金 の 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ に よ る 肉 盛 を 行 っ て い る 。
　 ま た 、 鉄 基 合 金 製 の 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 上 に コ バ ル ト 基 合 金 の 肉 盛 層 を 直 接 形 成 す る  
と 、 使 用 過 程 に お い て 該 肉 盛 層 が 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ か ら 剥 離 す る お そ れ が あ る 。 そ こ で  
、 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 １ ０ ０ で は 、 上 述 し た よ う に 、 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ と 第  
２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ と の 間 に 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ を 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 １ ０ ０ で は 、 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 １ ０ ０ で は  
、 弁 座 １ １ ０ と 弁 体 １ ６ ０ と が 当 接 す る 場 合 、 例 え ば 図 １ Ｂ に 示 す よ う に 、 弁 座 １ １ ０ の  
第 ２ 層 １ １ ５ と 弁 体 １ ６ ０ の 第 ２ 層 １ ６ ５ と が 当 接 す る よ う に 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ が 配  
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 材 料 ）
　 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 １ ０ ０ で は 、 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 材 料 で あ る 鉄 基 の 合  
金 は 、 従 来 か ら 蒸 気 弁 の 弁 体 や 弁 座 に 使 用 さ れ て い る Ｆ ｅ 基 の 耐 熱 材 料 、 す な わ ち 耐 熱 鋼  
と 称 さ れ る も の が 好 ま し く 、 基 本 的 に は 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば Ｆ ｅ を ７ ５ 質 量 ％ 以 上 含  
み 、 Ｃ ｒ 、 Ｍ ｏ 、 Ｖ 、 Ｗ 、 Ｎ ｂ 等 の 耐 熱 性 向 上 の た め の 合 金 元 素 を １ 種 以 上 含 む 耐 熱 鋼 が  
好 ま し い 。 そ の 耐 熱 鋼 の 鋼 種 、 鋼 成 分 も 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば ９ Ｃ ｒ 鋼 や １ ２ Ｃ ｒ  
鋼 等 の Ｃ ｒ 鋼 、 Ｃ ｒ － Ｍ ｏ 鋼 、 Ｃ ｒ － Ｍ ｏ － Ｖ 鋼 な ど が 代 表 的 で あ る 。 具 体 的 に は 、 例 え  
ば Ｊ Ｉ Ｓ   Ｇ   ４ ３ １ １ で 規 定 さ れ る Ｓ Ｕ Ｈ １ 、 Ｓ Ｕ Ｈ ３ 、 Ｓ Ｕ Ｈ ４ 、 Ｓ Ｕ Ｈ １ １ 、 Ｓ Ｕ Ｈ  
６ ０ ０ 、 Ｓ Ｕ Ｈ ６ １ ６ 、 あ る い は そ れ ら に 類 す る 耐 熱 鋼 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 材 料 ）
　 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 １ ０ ０ で は 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 材 料 で あ る ニ ッ ケ  
ル 基 の 合 金 は 、 例 え ば イ ン コ ネ ル ６ ２ ５ や イ ン コ ネ ル ８ ２ 等 で あ っ て も よ い 。 な お 、 イ ン  
コ ネ ル は 登 録 商 標 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ の 材 料 ）
　 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 １ ０ ０ で は 、 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ の 材 料 で あ る コ バ ル  
ト 基 の 合 金 は 、 例 え ば 、 商 品 名 「 ス テ ラ イ ト 」 と し て 知 ら れ る Ｃ ｏ － Ｃ ｒ 系 耐 熱 合 金 、 も  
し く は ス テ ラ イ ト に 類 す る Ｃ ｏ － Ｃ ｒ 系 耐 熱 合 金 で あ っ て も よ い 。 こ の Ｃ ｏ － Ｃ ｒ 系 耐 熱  
合 金 の 成 分 組 成 は 、 例 え ば 、 質 量 ％ で 、 Ｃ ｒ ： ２ ４ ～ ３ ２ ％ 、 Ｗ ： ０ ～ ２ ０ ％ 、 Ｃ ： ０ ．  
２ ～ ３ ． ５ ％ 、 Ｍ ｏ ： ０ ～ ６ ％ 、 Ｎ ｉ ： ０ ～ ２ ５ ％ 、 Ｆ ｅ ： ３ ％ 以 下 、 残 部 が Ｃ ｏ 及 び 不  
純 物 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 摩 耗 抑 制 に つ い て ）
　 上 述 し た よ う に 、 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ は 、 ニ ッ ケ ル 基 の 合 金  
に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 る コ バ ル ト 基 の 合 金 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 第 ２ 層  
１ １ ５ 、 １ ６ ５ と 比 べ る と 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ は 軟 質 で あ る 。 そ の た め 、 第 １ 層 １ １ ３  
、 １ ６ ３ の 内 、 弁 座 １ １ ０ や 弁 体 １ ６ ０ の 表 面 （ 弁 座 表 面 １ １ ０ ａ 及 び 弁 体 表 面 １ ６ ０ ａ  
） に 現 れ る 部 分 の 摩 耗 を 抑 制 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。
　 な お 、 以 下 の 説 明 で は 、 弁 座 １ １ ０ や 弁 体 １ ６ ０ に 関 し て 「 表 面 」 と 称 し た 際 は 、 特 に  
断 り が な い 限 り 、 弁 内 の 蒸 気 流 路 １ ０ １ に 面 す る も の と す る 。 す な わ ち 、 以 下 の 説 明 で は  
、 弁 座 １ １ ０ や 弁 体 １ ６ ０ に 関 し て 「 表 面 」 と 称 し た 際 は 、 特 に 断 り が な い 限 り 、 弁 座 表  
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面 １ １ ０ ａ や 弁 体 表 面 １ ６ ０ ａ の 少 な く と も 一 部 を 指 す も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 例 え ば 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 表 面 １ １ ３ ａ 、 １ ６ ３ ａ が 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 表 面  
１ １ １ ａ 、 １ ６ １ ａ や 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ の 表 面 １ １ ５ ａ 、 １ ６ ５ ａ よ り も 突 出 す る 等  
し て い る と 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 表 面 １ １ ３ ａ 、 １ ６ ３ ａ で 蒸 気 の 流 れ が 乱 れ る 等 し  
て 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 表 面 １ １ ３ ａ 、 １ ６ ３ ａ が 摩 耗 し 易 く な っ て し ま う 。
　 そ の た め 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 表 面 １ １ ３ ａ 、 １ ６ ３ ａ は 、 該 表 面 １ １ ３ ａ 、 １ ６  
３ ａ と 隣 り 合 う 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 表 面 １ １ １ ａ 、 １ ６ １ ａ や 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ の  
表 面 １ １ ５ ａ 、 １ ６ ５ ａ と と も に な だ ら か な 曲 面 を 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。 す な わ ち 、  
図 １ Ａ か ら 図 ５ に 示 す よ う な 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ を 含 む 平 面 で 切 断 し た と き に 表 れ  
る 断 面 に お い て 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 表 面 １ １ ３ ａ 、 １ ６ ３ ａ は 、 該 表 面 １ １ ３ ａ 、  
１ ６ ３ ａ と 隣 り 合 う 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 表 面 １ １ １ ａ 、 １ ６ １ ａ や 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６  
５ の 表 面 １ １ ５ ａ 、 １ ６ ５ ａ と と も に な だ ら か な 曲 線 又 は 直 線 と し て 現 れ る よ う に 形 成 さ  
れ て い る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 図 １ Ａ 、 図 １ Ｂ 、 及 び 、 図 ２ か ら 図 ４ に 示 す 弁 座 １ １ ０ に お け る 弁 座 表 面 １ １ ０  
ａ に は 、 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ と 直 交 す る 平 面 で あ る 上 面 １ １ ０ ｕ と 、 弁 体 １ ６ ０ の  
中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ を 中 心 と す る 円 筒 の 内 周 面 に 相 当 す る 内 周 面 １ １ ０ ｉ と が 含 ま れ る 。 な お 、  
図 １ Ａ 、 図 １ Ｂ 、 及 び 、 図 ２ か ら 図 ４ に 示 す 弁 座 １ １ ０ に お い て 上 面 １ １ ０ ｕ 及 び 内 周 面  
１ １ ０ ｉ は 、 円 錐 面 で あ っ て も よ い 。
　 図 １ Ａ 、 図 １ Ｂ 、 及 び 、 図 ２ か ら 図 ４ に お い て 、 上 面 １ １ ０ ｕ 及 び 内 周 面 １ １ ０ ｉ は 、  
直 線 で 表 さ れ る 。
　 図 １ Ａ 、 図 １ Ｂ 、 図 ２ 、 及 び 、 図 ３ に 示 す 弁 座 １ １ ０ で は 、 上 面 １ １ ０ ｕ と 内 周 面 １ １  
０ ｉ と は 、 各 図 に 示 す 断 面 に お い て 曲 線 と し て 現 れ る 曲 面 で あ る 接 続 面 １ １ ０ ｊ で な だ ら  
か に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ Ａ 及 び 図 １ Ｂ に 示 す 弁 座 １ １ ０ で は 、 母 材 １ １ １ と 第 １ 層 １ １ ３ と の 界 面 １ １ ７ は  
、 上 面 １ １ ０ ｕ 及 び 内 周 面 １ １ ０ ｉ に 表 れ て い る 。
　 な お 、 図 １ Ａ 及 び 図 １ Ｂ に 示 す 弁 座 １ １ ０ で は 、 図 １ Ａ 及 び 図 １ Ｂ に 表 れ る 断 面 に お い  
て 、 接 続 面 １ １ ０ ｊ の 曲 率 半 径 は 、 そ の 位 置 に よ ら ず 一 定 で あ っ て も よ く 、 位 置 に よ っ て  
異 な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す 弁 座 １ １ ０ で は 、 母 材 １ １ １ と 第 １ 層 １ １ ３ と の 界 面 １ １ ７ は 、 接  
続 面 １ １ ０ ｊ に 表 れ て い る 。
　 な お 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す 弁 座 １ １ ０ で は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 表 れ る 断 面 に お い て 、 接 続  
面 １ １ ０ ｊ の 曲 率 半 径 は 、 そ の 位 置 に よ ら ず 一 定 で あ っ て も よ く 、 位 置 に よ っ て 異 な っ て  
い て も よ い 。
　 但 し 、 接 続 面 １ １ ０ ｊ の 曲 率 半 径 が 位 置 に よ っ て 異 な っ て い る 場 合 、 第 １ 層 １ １ ３ の 表  
面 １ １ ３ ａ の 最 小 曲 率 半 径 は 、 母 材 １ １ １ の 表 面 １ １ １ ａ の 最 小 曲 率 半 径 又 は 第 ２ 層 １ １  
５ の 表 面 １ １ ５ ａ の 最 小 曲 率 半 径 の 内 の 小 さ い 方 の 曲 率 半 径 以 上 で あ る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ に 示 す 弁 座 １ １ ０ で は 、 内 周 面 １ １ ０ ｉ は 、 接 続 面 １ １ ０ ｊ と な だ ら か に 接 続 さ れ  
て い る 。
　 図 ４ に 示 す 弁 座 １ １ ０ で は 、 上 面 １ １ ０ ｕ は 、 接 続 面 １ １ ０ ｊ と 後 述 す る 角 部 １ １ １ ｂ  
に お い て 交 差 す る よ う に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ５ に 示 す 弁 座 １ １ ０ に お け る 弁 座 表 面 １ １ ０ ａ に は 、 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ と 直  
交 す る 平 面 で あ る 上 面 １ １ ０ ｕ と 、 以 下 で 説 明 す る よ う な 内 周 面 １ １ ０ ｋ と が 含 ま れ る 。  
な お 、 図 ５ に 示 す 弁 座 １ １ ０ に お い て 上 面 １ １ ０ ｕ は 、 円 錐 面 で あ っ て も よ い 。
　 図 ５ に 示 す 内 周 面 １ １ ０ ｋ は 、 図 ５ に 表 れ る 断 面 に お い て 、 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ  
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に 沿 っ て 上 面 １ １ ０ ｕ に 比 較 的 近 い 位 置 で は 最 も 小 さ な 曲 率 半 径 ｒ ｍ ｉ ｎ を 有 し 、 弁 体 １ ６  
０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 沿 っ て 上 面 １ １ ０ ｕ か ら 比 較 的 離 れ た 位 置 で は 上 記 曲 率 半 径 ｒ ｍ ｉ ｎ よ  
り も 大 き な 曲 率 半 径 ｒ を 有 す る 。 な お 該 曲 率 半 径 ｒ は 、 そ の 位 置 に よ ら ず 一 定 で あ っ て も  
よ く 、 位 置 に よ っ て 異 な っ て い て も よ い 。
　 図 ５ に 示 す 弁 座 １ １ ０ で は 、 母 材 １ １ １ と 第 １ 層 １ １ ３ と の 界 面 １ １ ７ は 、 内 周 面 １ １  
０ ｋ の う ち 、 該 曲 率 半 径 ｒ を 有 す る 領 域 に 表 れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ Ａ 、 図 １ Ｂ 、 図 ２ 、 及 び 、 図 ３ に 示 す 弁 体 １ ６ ０ に お け る 弁 体 表 面 １ ６ ０ ａ に は 、  
弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ を 中 心 と す る 円 筒 又 は 円 柱 の 外 周 面 に 相 当 す る 外 周 面 １ ６ ０ ｏ  
と 、 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ を 中 心 と す る 円 錐 面 に 相 当 す る 円 錐 面 １ ６ ０ ｃ と が 含 ま れ  
る 。 な お 、 図 １ Ａ 、 図 １ Ｂ 、 図 ２ 、 及 び 、 図 ３ に 示 す 弁 体 １ ６ ０ に お い て 外 周 面 １ ６ ０ ｏ  
は 、 円 錐 面 で あ っ て も よ い 。
　 図 １ Ａ 、 図 １ Ｂ 、 図 ２ 、 及 び 、 図 ３ に お い て 、 外 周 面 １ ６ ０ ｏ 及 び 円 錐 面 １ ６ ０ ｃ は 、  
直 線 で 表 さ れ る 。
　 図 １ Ａ 、 図 １ Ｂ 、 図 ２ 、 及 び 、 図 ３ に 示 す 弁 体 １ ６ ０ で は 、 外 周 面 １ ６ ０ ｏ と 円 錐 面 １  
６ ０ ｃ と は 、 各 図 に 示 す 断 面 に お い て 曲 線 と し て 現 れ る 曲 面 で あ る 接 続 面 １ ６ ０ ｊ で な だ  
ら か に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ Ａ 及 び 図 １ Ｂ に 示 す 弁 体 １ ６ ０ で は 、 母 材 １ ６ １ と 第 １ 層 １ ６ ３ と の 界 面 １ ６ ７ は  
、 外 周 面 １ ６ ０ ｏ 及 び 円 錐 面 １ ６ ０ ｃ に 表 れ て い る 。
　 な お 、 図 １ Ａ 及 び 図 １ Ｂ に 示 す 弁 体 １ ６ ０ で は 、 図 １ Ａ 及 び 図 １ Ｂ に 表 れ る 断 面 に お い  
て 、 接 続 面 １ ６ ０ ｊ の 曲 率 半 径 は 、 そ の 位 置 に よ ら ず 一 定 で あ っ て も よ く 、 位 置 に よ っ て  
異 な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す 弁 体 １ ６ ０ で は 、 母 材 １ ６ １ と 第 １ 層 １ ６ ３ と の 界 面 １ ６ ７ は 、 上  
記 接 触 位 置 １ ０ ３ を 挟 ん で 弁 座 １ １ ０ に 近 い 領 域 に お い て は 、 円 錐 面 １ ６ ０ ｃ に 表 れ 、 上  
記 接 触 位 置 １ ０ ３ を 挟 ん で 弁 座 １ １ ０ か ら 遠 い 領 域 に お い て は 、 接 続 面 １ １ ０ ｊ に 表 れ て  
い る 。
　 な お 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す 弁 体 １ ６ ０ で は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 表 れ る 断 面 に お い て 、 接 続  
面 １ １ ０ ｊ の 曲 率 半 径 は 、 そ の 位 置 に よ ら ず 一 定 で あ っ て も よ く 、 位 置 に よ っ て 異 な っ て  
い て も よ い 。
　 但 し 、 接 続 面 １ １ ０ ｊ の 曲 率 半 径 が 位 置 に よ っ て 異 な っ て い る 場 合 、 第 １ 層 １ ６ ３ の 表  
面 １ ６ ３ ａ の 最 小 曲 率 半 径 は 、 母 材 １ ６ １ の 表 面 １ ６ １ ａ の 最 小 曲 率 半 径 又 は 第 ２ 層 １ ６  
５ の 表 面 １ ６ ５ ａ の 最 小 曲 率 半 径 の 内 の 小 さ い 方 の 曲 率 半 径 以 上 で あ る と よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ４ に 示 す 弁 体 １ ６ ０ に お け る 弁 体 表 面 １ ６ ０ ａ に は 、 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ を 中  
心 と す る 円 筒 又 は 円 柱 の 外 周 面 に 相 当 す る 外 周 面 １ ６ ０ ｏ と 、 以 下 で 説 明 す る よ う な 外 周  
面 １ ６ ０ ｍ と が 含 ま れ る 。 な お 、 図 ４ に 示 す 弁 体 １ ６ ０ に お い て 外 周 面 １ ６ ０ ｏ は 、 円 錐  
面 で あ っ て も よ い 。
　 図 ４ に 示 す 外 周 面 １ ６ ０ ｍ は 、 図 ４ に 表 れ る 断 面 に お い て 、 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ  
に 沿 っ て 弁 座 １ １ ０ か ら 比 較 的 離 れ た 位 置 で は 最 も 小 さ な 曲 率 半 径 ｒ ｍ ｉ ｎ を 有 し 、 弁 体 １  
６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 沿 っ て 弁 座 １ １ ０ に 比 較 的 近 い 位 置 で は 上 記 曲 率 半 径 ｒ ｍ ｉ ｎ よ り も  
大 き な 曲 率 半 径 ｒ を 有 す る 。 な お 該 曲 率 半 径 ｒ は 、 そ の 位 置 に よ ら ず 一 定 で あ っ て も よ く  
、 位 置 に よ っ て 異 な っ て い て も よ い 。
　 図 ４ に 示 す 弁 体 １ ６ ０ で は 、 母 材 １ ６ １ と 第 １ 層 １ ６ ３ と の 界 面 １ ６ ７ は 、 外 周 面 １ ６  
０ ｍ の う ち 、 該 曲 率 半 径 ｒ を 有 す る 領 域 に 表 れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ こ で 、 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 １ ０ ０ で は 、 図 １ Ａ か ら 図 ５ に 示 す よ う に 、 図  
１ Ａ か ら 図 ５ に 表 れ る 上 記 断 面 に お い て 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 表 面 １ １ ３ ａ 、 １ ６ ３  
ａ は 、 該 表 面 １ １ ３ ａ 、 １ ６ ３ ａ と 隣 り 合 う 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 表 面 １ １ １ ａ 、 １ ６ １  
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ａ や 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ の 表 面 １ １ ５ ａ 、 １ ６ ５ ａ と と も に な だ ら か な 曲 線 又 は 直 線 と  
し て 現 れ る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
　 こ れ に よ り 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 表 面 １ １ ３ ａ 、 １ ６ ３ ａ の 摩 耗 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 表 面 １ １ ３ ａ 、 １ ６ ３ ａ の 摩 耗 を 抑 制 す る た め に は 、 図  
１ Ａ か ら 図 ５ に 表 れ る 上 記 断 面 に お い て 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 表 面 １ １ ３ ａ 、 １ ６ ３  
ａ の 曲 率 半 径 ｒ １ は 、 大 き い 方 が よ い 。
　 そ こ で 、 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 １ ０ ０ で は 、 弁 体 １ ６ ０ と 弁 座 １ １ ０ と の 接 触  
位 置 １ ０ ３ を 挟 ん で 隔 て ら れ る 蒸 気 流 路 １ ０ １ の 一 方 側 及 び 他 方 側 の 内 の 少 な く と も 一 方  
側 に お い て 、 弁 体 １ ６ ０ 又 は 弁 座 １ １ ０ の 少 な く と も 何 れ か 一 方 に つ い て 、 弁 体 １ ６ ０ と  
弁 座 １ １ ０ と の 相 対 的 な 移 動 方 向 に 沿 っ た 断 面 に お け る 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 最 小 曲 率  
半 径 は 、 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 表 面 の 最 小 曲 率 半 径 又 は 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ の 表 面 の 最  
小 曲 率 半 径 の 内 の 小 さ い 方 の 曲 率 半 径 以 上 で あ る 。
　 す な わ ち 、 幾 つ か の 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 １ ０ ０ で は 、 上 記 接 触 位 置 １ ０ ３ を 挟 ん で 隔  
て ら れ る 蒸 気 流 路 １ ０ １ の 一 方 側 及 び 他 方 側 の 内 の 少 な く と も 一 方 側 に お け る 、 弁 体 表 面  
１ ６ ０ ａ 又 は 弁 座 表 面 １ １ ０ ａ の 少 な く と も 何 れ か 一 方 に お い て 、 図 １ Ａ か ら 図 ５ に 表 れ  
る 上 記 断 面 に お い て 、 曲 率 半 径 ｒ が 最 も 小 さ く な る 表 面 に は 、 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ の 表  
面 １ １ ５ ａ 、 １ ６ ５ ａ 、 又 は 、 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 表 面 １ １ １ ａ 、 １ ６ １ ａ が 含 ま れ る  
。 換 言 す る と 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 最 小 曲 率 半 径 は 、 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 表 面 の 最  
小 曲 率 半 径 及 び 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ の 表 面 の 最 小 曲 率 半 径 を 下 回 ら な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 例 え ば 、 図 １ Ａ 及 び 図 １ Ｂ に お け る 実 施 形 態 で は 、 図 １ Ａ に 示 す よ う に 、 弁 座 １ １ ０ の  
表 面 に お け る 最 も 小 さ な 曲 率 半 径 ｒ ｍ ｉ ｎ は 、 第 ２ 層 １ １ ５ の 表 面 １ １ ５ ａ の 曲 率 半 径 ｒ ２  
で あ り 、 弁 体 １ ６ ０ の 表 面 に お け る 最 も 小 さ な 曲 率 半 径 ｒ ｍ ｉ ｎ は 、 第 ２ 層 １ ６ ５ の 表 面 １  
６ ５ ａ の 曲 率 半 径 ｒ ２ で あ る 。
　 例 え ば 、 図 ２ 及 び 図 ３ に お け る 実 施 形 態 で は 、 弁 座 １ １ ０ の 表 面 に お け る 最 も 小 さ な 曲  
率 半 径 ｒ ｍ ｉ ｎ は 、 第 ２ 層 １ １ ５ の 表 面 １ １ ５ ａ の 曲 率 半 径 ｒ ２ で あ り 、 弁 体 １ ６ ０ の 表 面  
に お け る 最 も 小 さ な 曲 率 半 径 ｒ ｍ ｉ ｎ は 、 第 ２ 層 １ ６ ５ の 表 面 １ ６ ５ ａ の 曲 率 半 径 ｒ ２ で あ  
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 例 え ば 、 図 ４ に お け る 実 施 形 態 で は 、 弁 座 １ １ ０ の 表 面 に お け る 最 も 小 さ な 曲 率 半 径 ｒ
ｍ ｉ ｎ は 、 母 材 １ １ １ の 表 面 １ １ １ ａ の 曲 率 半 径 ｒ ０ で あ り 、 弁 体 １ ６ ０ の 表 面 に お け る 最  
も 小 さ な 曲 率 半 径 ｒ ｍ ｉ ｎ は 、 母 材 １ ６ １ の 表 面 １ ６ １ ａ の 曲 率 半 径 ｒ ０ で あ る 。
　 な お 、 図 ４ に お い て 、 弁 座 １ １ ０ の 母 材 １ １ １ は 、 蒸 気 流 路 １ ０ １ に 向 か っ て 凸 と な る  
角 部 １ １ １ ｂ を 有 し て い る 。 該 角 部 １ １ １ ｂ が 蒸 気 流 路 １ ０ １ に 露 出 し て い る た め 、 該 角  
部 １ １ １ ｂ に お け る 表 面 の 曲 率 半 径 は 、 弁 座 １ １ ０ で は 最 も 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 例 え ば 、 図 ５ に お け る 実 施 形 態 で は 、 弁 座 １ １ ０ の 表 面 に お け る 最 も 小 さ な 曲 率 半 径 ｒ
ｍ ｉ ｎ は 、 母 材 １ １ １ の 表 面 １ １ １ ａ の 曲 率 半 径 ｒ ０ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 図 １ Ａ か ら 図 ５ に 表 れ る 上 記 断 面 に お い て 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 表 面  
１ １ ３ ａ 、 １ ６ ３ ａ の 曲 率 半 径 ｒ １ は 、 弁 体 １ ６ ０ 又 は 弁 座 １ １ ０ の 表 面 に お け る 最 も 小  
さ な 曲 率 半 径 ｒ ｍ ｉ ｎ 以 上 と な る 。 し た が っ て 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 表 面 の 曲 率 半 径 ｒ  
１ が 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 表 面 １ １ １ ａ 、 １ ６ １ ａ の 最 小 曲 率 半 径 ｒ ｍ ｉ ｎ 又 は 第 ２ 層 １ １  
５ 、 １ ６ ５ の 表 面 １ １ ５ ａ 、 １ ６ ５ ａ の 最 小 曲 率 半 径 ｒ ｍ ｉ ｎ の 内 の 小 さ い 方 の 曲 率 半 径 ｒ
ｍ ｉ ｎ 未 満 と な る 場 合 と 比 べ て 、 弁 内 の 蒸 気 流 路 １ ０ １ を 高 速 で 流 れ る 高 温 高 圧 の 蒸 気 に よ  
る 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 表 面 １ １ ３ ａ 、 １ ６ ３ ａ の 摩 耗 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ 交 差 位 置 Ｐ に お け る 交 差 角 度 θ に つ い て ）
　 図 １ Ａ か ら 図 ５ に 示 す よ う に 、 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 図 １ Ａ か ら 図 ５ に 表 れ る 上 記 断  
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面 に お い て 、 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ と 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ と の 界 面 １ １ ７ 、 １ ６ ７ と 、 母  
材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 表 面 １ １ １ ａ 、 １ ６ １ ａ と の 交 差 角 度 θ は 、 上 記 界 面 １ １ ７ 、 １ ６ ７  
と 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 表 面 １ １ １ ａ 、 １ ６ １ ａ と の 交 差 位 置 Ｐ に お い て ９ ０ 度 以 上 で あ  
る と よ い 。
　 こ れ に よ り 、 交 差 角 度 θ が 上 記 交 差 位 置 Ｐ に お い て ９ ０ 度 未 満 で あ る 場 合 と 比 べ 、 母 材  
１ １ １ 、 １ ６ １ 上 に 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ を 溶 接 に よ り 肉 盛 す る 際 に 上 記 交 差 位 置 Ｐ に 該  
当 す る 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 角 部 の 形 状 が 崩 れ に く く な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ 交 差 位 置 Ｐ に お け る 界 面 １ １ ７ 、 １ ６ ７ の 延 在 方 向 に つ い て ）
　 図 １ Ａ か ら 図 ２ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 弁 体 １ ６ ０ の 各 図 に 表 れ る 上 記 断 面 に お い て 、 上  
記 交 差 位 置 Ｐ は 、 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ を 中 心 と す る 径 方 向 内 側 と 外 側 の ２ カ 所 に 表  
れ る 。 該 ２ カ 所 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ の 内 、 径 方 向 内 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ に お け る 上 記 界 面 １  
６ ７ の 延 在 方 向 は 、 弁 体 １ ６ ０ の 移 動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ に 近 づ く 方 向 に  
向 か う に つ れ て 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 近 づ く よ う に 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 対 し て 傾 斜 し て い て も よ い 。
　 す な わ ち 、 図 １ Ａ か ら 図 ２ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 径 方 向 内 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ に お け る  
上 記 界 面 １ ６ ７ の 接 線 Ｌ ６ は 、 弁 体 １ ６ ０ の 移 動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ に 近  
づ く 方 向 に 向 か う に つ れ て 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 近 づ く よ う に 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 対 し て 傾 斜 し て い  
て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 述 し た 径 方 向 内 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ の 近 傍 で は 、 上 記 界 面 １ ７ １ は 、 弁 体 １ ６ ０ の 移  
動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ に 近 づ く 方 向 に 向 か う に つ れ て 径 方 向 内 側 に 近 づ く  
。 そ の た め 、 第 １ 層 １ ６ ３ を 形 成 す る 前 の 弁 体 １ ６ ０ を 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 沿 っ て 弁 座 １ １ ０  
側 か ら 見 た と き に 、 弁 体 １ ６ ０ に お け る 開 先 の 表 面 、 す な わ ち 第 １ 層 １ ６ ３ を 形 成 し よ う  
と す る 母 材 １ ６ １ の 表 面 が 、 上 述 し た 径 方 向 内 側 の 交 差 位 置 Ｐ に 相 当 す る 部 分 に 隠 れ な い  
。 そ の た め 、 第 １ 層 １ ６ ３ を 形 成 す る 前 の 弁 体 １ ６ ０ を 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 沿 っ て 弁 座 １ １ ０  
側 か ら 溶 接 し て 第 １ 層 １ ６ ３ を 形 成 す る 場 合 に 、 上 述 し た 径 方 向 内 側 の 交 差 位 置 Ｐ に 相 当  
す る 部 分 が 第 １ 層 １ ６ ３ を 形 成 す る 際 に 邪 魔 に な ら な い 。 こ れ に よ り 、 弁 体 １ ６ ０ に お い  
て 第 １ 層 １ ６ ３ を 形 成 し 易 く な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 図 １ Ａ か ら 図 ２ 、 及 び 図 ４ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 弁 座 １ １ ０ の 各 図 に 表 れ る 上 記  
断 面 に お い て 、 上 記 交 差 位 置 Ｐ は 、 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ を 中 心 と す る 径 方 向 内 側 と  
外 側 の ２ カ 所 に 表 れ る 。 該 ２ カ 所 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ の 内 、 径 方 向 外 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ に  
お け る 上 記 界 面 １ １ ７ の 延 在 方 向 は 、 弁 体 １ ６ ０ の 移 動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １  
０ に 近 づ く 方 向 に 向 か う に つ れ て 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 近 づ く よ う に 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 対 し て 傾 斜  
し て い て も よ い 。
　 す な わ ち 、 図 １ Ａ か ら 図 ２ 、 及 び 図 ４ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 径 方 向 外 側 の 上 記 交 差 位 置  
Ｐ に お け る 上 記 界 面 １ １ ７ の 接 線 Ｌ １ は 、 弁 体 １ ６ ０ の 移 動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座  
１ １ ０ に 近 づ く 方 向 に 向 か う に つ れ て 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 近 づ く よ う に 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 対 し て  
傾 斜 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 述 し た 径 方 向 外 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ の 近 傍 で は 、 上 記 界 面 １ １ ７ は 、 弁 体 １ ６ ０ の 移  
動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ か ら 遠 ざ か る 方 向 に 向 か う に つ れ て 径 方 向 外 側 に 近  
づ く 。 そ の た め 、 第 １ 層 １ １ ３ を 形 成 す る 前 の 弁 座 １ １ ０ を 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 沿 っ て 弁 体 １  
６ ０ 側 か ら 見 た と き に 、 弁 座 １ １ ０ に お け る 開 先 の 表 面 、 す な わ ち 第 １ 層 １ １ ３ を 形 成 し  
よ う と す る 母 材 １ １ １ の 表 面 が 、 上 述 し た 径 方 向 外 側 の 交 差 位 置 Ｐ に 相 当 す る 部 分 に 隠 れ  
な い 。 そ の た め 、 第 １ 層 １ １ ３ を 形 成 す る 前 の 弁 座 １ １ ０ を 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 沿 っ て 弁 体 １  
６ ０ 側 か ら 溶 接 し て 第 １ 層 １ １ ３ を 形 成 す る 場 合 に 、 上 述 し た 径 方 向 外 側 の 交 差 位 置 Ｐ に  
相 当 す る 部 分 が 第 １ 層 １ １ ３ を 形 成 す る 際 に 邪 魔 に な ら な い 。 こ れ に よ り 、 弁 座 １ １ ０ に  
お い て 第 １ 層 １ １ ３ を 形 成 し 易 く な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 弁 体 １ ６ ０ の 図 ３ 及 び 図 ４ に 表 れ る 上 記 断 面 に お い  
て 、 上 記 交 差 位 置 Ｐ は 、 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ を 中 心 と す る 径 方 向 内 側 と 外 側 の ２ カ  
所 に 表 れ る 。 該 ２ カ 所 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ の 内 、 径 方 向 内 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ に お け る 上 記  
界 面 １ ６ ７ の 延 在 方 向 は 、 弁 体 １ ６ ０ の 移 動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ に 近 づ く  
方 向 に 向 か う に つ れ て 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ か ら 遠 ざ か る よ う に 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 対 し て 傾 斜 し て い  
て も よ い 。
　 す な わ ち 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 径 方 向 内 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ に お け る 上  
記 界 面 １ ６ ７ の 接 線 Ｌ ６ は 、 弁 体 １ ６ ０ の 移 動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ に 近 づ  
く 方 向 に 向 か う に つ れ て 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ か ら 遠 ざ か る よ う に 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 対 し て 傾 斜 し て  
い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 述 し た 径 方 向 内 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ の 近 傍 で は 、 上 記 界 面 １ ６ ７ は 、 弁 体 １ ６ ０ の 移  
動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ に 近 づ く 方 向 に 向 か う に つ れ て 径 方 向 外 側 に 近 づ く  
。 そ の た め 、 仮 に 第 １ 層 １ ６ ３ が 上 記 界 面 １ ６ ７ で 母 材 １ ６ １ か ら 剥 離 し た と し て も 、 第  
１ 層 １ ６ ３ が 上 述 し た 径 方 向 内 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ と 干 渉 す る た め 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １  
１ ０ に 近 づ く 方 向 に 向 か っ て 第 １ 層 １ ６ ３ が 母 材 １ ６ １ か ら 脱 落 し 難 く な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 図 ３ 及 び 図 ５ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 弁 座 １ １ ０ の 図 ３ 及 び 図 ５ に 表 れ る 上 記 断 面  
に お い て 、 上 記 交 差 位 置 Ｐ は 、 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ を 中 心 と す る 径 方 向 内 側 と 外 側  
の ２ カ 所 に 表 れ る 。 該 ２ カ 所 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ の 内 、 径 方 向 外 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ に お け  
る 上 記 界 面 １ １ ７ の 延 在 方 向 は 、 弁 体 １ ６ ０ の 移 動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ に  
近 づ く 方 向 に 向 か う に つ れ て 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ か ら 遠 ざ か る よ う に 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 対 し て 傾 斜  
し て い て も よ い 。
　 す な わ ち 、 図 ３ 及 び 図 ５ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 径 方 向 外 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ に お け る 上  
記 界 面 １ １ ７ の 接 線 Ｌ １ は 、 弁 体 １ ６ ０ の 移 動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ に 近 づ  
く 方 向 に 向 か う に つ れ て 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ か ら 遠 ざ か る よ う に 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 対 し て 傾 斜 し て  
い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 述 し た 径 方 向 外 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ の 近 傍 で は 、 上 記 界 面 １ １ ７ は 、 弁 体 １ ６ ０ の 移  
動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ か ら 遠 ざ か る 方 向 に 向 か う に つ れ て 径 方 向 内 側 に 近  
づ く 。 そ の た め 、 仮 に 第 １ 層 １ １ ３ が 上 記 界 面 １ １ ７ で 母 材 １ １ １ か ら 剥 離 し た と し て も  
、 第 １ 層 １ １ ３ が 上 述 し た 径 方 向 外 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ と 干 渉 す る た め 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁  
座 １ １ ０ か ら 遠 ざ か る 方 向 に 向 か っ て 第 １ 層 １ １ ３ が 母 材 １ １ １ か ら 脱 落 し 難 く な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 厚 さ に つ い て ）
　 図 ６ は 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 厚 さ を 変 化 さ せ た と き の 、 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ と 第 １  
層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ と の 界 面 １ １ ７ 、 １ ６ ７ に お け る 応 力 、 及 び 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ と  
第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ と の 界 面 １ １ ８ 、 １ ６ ８ に お け る 応 力 に つ い て 説 明 す る た め の グ ラ  
フ で あ る 。 な お 、 図 ６ の グ ラ フ で は 、 横 軸 に 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 厚 さ を と り 、 縦 軸 に  
第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 厚 さ が ０ 、 す な わ ち 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ を 形 成 し な か っ た 場 合  
の 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ と 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ と の 界 面 に お け る 応 力 を １ と し た と き の 応  
力 を と る 。 な お 、 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ 及 び 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ の 厚 さ は 不 変 で あ る 。 ま  
た 、 こ こ で い う 応 力 と は 、 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ 、 及 び 第 ２ 層 １ １  
５ 、 １ ６ ５ に お け る 線 膨 張 係 数 の 違 い に 起 因 す る 熱 応 力 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ６ の グ ラ フ か ら 分 か る よ う に 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 厚 さ が 大 き く な る に つ れ て 、  
母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ と 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ と の 界 面 １ １ ７ 、 １ ６ ７ に お け る 応 力 、 及 び  
、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ と 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ と の 界 面 １ １ ８ 、 １ ６ ８ に お け る 応 力 は  
小 さ く な る 。
　 こ れ は 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ を 構 成 す る ニ ッ ケ ル 基 の 合 金 の 線 膨 張 係 数 の 大 き さ が 、  
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母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ を 構 成 す る 鉄 基 の 合 金 の 線 膨 張 係 数 の 大 き さ と 、 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６  
５ を 構 成 す る コ バ ル ト 基 の 合 金 の 線 膨 張 係 数 の 大 き さ と の 間 の 大 き さ で あ る こ と に よ る も  
の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 し か し 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 厚 さ が 大 き く な る に つ れ て 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の  
形 成 に 要 す る コ ス ト も 大 き く な る 。
　 ま た 、 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ を 構 成 す る コ バ ル ト 基 の 合 金 も 比 較 的 高 価 な 合 金 で あ る た  
め 、 そ の 使 用 量 は 少 な い 方 が よ い 。
　 こ れ ら を 勘 案 す る と 、 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ の 厚 さ と 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 厚 さ の 比  
は 、 １ ： ２ か ら ２ ： １ の 範 囲 内 で あ る と よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 開 示 は 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 変 形 を 加 え た  
形 態 や 、 こ れ ら の 形 態 を 適 宜 組 み 合 わ せ た 形 態 も 含 む 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 記 各 実 施 形 態 に 記 載 の 内 容 は 、 例 え ば 以 下 の よ う に 把 握 さ れ る 。
（ １ ） 本 開 示 の 少 な く と も 一 実 施 形 態 に 係 る 蒸 気 弁 １ ０ ０ は 、 弁 座 １ １ ０ と 、 弁 体 １ ６ ０  
と 、 を 備 え る 。 弁 体 １ ６ ０ 及 び 弁 座 １ １ ０ の そ れ ぞ れ は 、 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ 上 に 形 成 さ  
れ る 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ と は 材 質 が 異 な る 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ と 、 少 な く と も 弁 体 １ ６  
０ と 弁 座 １ １ ０ と の 接 触 位 置 １ ０ ３ に お い て 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ 上 に 形 成 さ れ る 、 母 材  
１ １ １ 、 １ ６ １ 及 び 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ と は 材 質 が 異 な る 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ と 、 を  
有 す る 。 弁 体 １ ６ ０ と 弁 座 １ １ ０ と の 接 触 位 置 １ ０ ３ を 挟 ん で 隔 て ら れ る 蒸 気 流 路 １ ０ １  
の 一 方 側 及 び 他 方 側 の 内 の 少 な く と も 一 方 側 に お い て 、 弁 体 １ ６ ０ 又 は 弁 座 １ １ ０ の 少 な  
く と も 何 れ か 一 方 に つ い て 、 弁 体 １ ６ ０ と 弁 座 １ １ ０ と の 相 対 的 な 移 動 方 向 に 沿 っ た 断 面  
に お け る 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 最 小 曲 率 半 径 は 、 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 表 面 の 最 小 曲 率  
半 径 又 は 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ の 表 面 の 最 小 曲 率 半 径 の 内 の 小 さ い 方 の 曲 率 半 径 以 上 で あ  
る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 上 記 （ １ ） の 構 成 に よ れ ば 、 弁 体 １ ６ ０ と 弁 座 １ １ ０ と の 相 対 的 な 移 動 方 向 に 沿 っ た 断  
面 に お い て 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 表 面 の 曲 率 半 径 は 、 弁 体 １ ６ ０ 又 は 弁 座 １ １ ０ の 表  
面 に お け る 最 も 小 さ な 曲 率 半 径 ｒ ｍ ｉ ｎ 以 上 と な る 。 し た が っ て 、 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の  
表 面 の 曲 率 半 径 ｒ １ が 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 表 面 １ １ １ ａ 、 １ ６ １ ａ の 最 小 曲 率 半 径 ｒ ｍ  
ｉ ｎ 又 は 第 ２ 層 １ １ ５ 、 １ ６ ５ の 表 面 １ １ ５ ａ 、 １ ６ ５ ａ の 最 小 曲 率 半 径 ｒ ｍ ｉ ｎ の 内 の 小  
さ い 方 の 曲 率 半 径 ｒ ｍ ｉ ｎ 未 満 と な る 場 合 と 比 べ て 、 弁 内 の 蒸 気 流 路 １ ０ １ を 高 速 で 流 れ る  
高 温 高 圧 の 蒸 気 に よ る 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ の 表 面 １ １ ３ ａ 、 １ ６ ３ ａ の 摩 耗 を 抑 制 で き  
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
（ ２ ） 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 上 記 （ １ ） の 構 成 に お い て 、 上 記 断 面 に お い て 、 母 材 １ １  
１ 、 １ ６ １ と 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ と の 界 面 １ １ ７ 、 １ ６ ７ と 、 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 表  
面 １ １ １ ａ 、 １ ６ １ ａ と の 交 差 角 度 θ は 、 上 記 界 面 １ １ ７ 、 １ ６ ７ と 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １  
の 表 面 １ １ １ ａ 、 １ ６ １ ａ と の 交 差 位 置 Ｐ に お い て ９ ０ 度 以 上 で あ る と よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 （ ２ ） の 構 成 に よ れ ば 、 交 差 角 度 θ が 上 記 交 差 位 置 Ｐ に お い て ９ ０ 度 未 満 で あ る 場  
合 と 比 べ 、 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ 上 に 第 １ 層 １ １ ３ 、 １ ６ ３ を 溶 接 に よ り 肉 盛 す る 際 に 上 記  
交 差 位 置 Ｐ に 該 当 す る 母 材 １ １ １ 、 １ ６ １ の 角 部 の 形 状 が 崩 れ に く く な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ ３ ） 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 上 記 （ ２ ） の 構 成 に お い て 、 弁 体 １ ６ ０ の 上 記 断 面 に お い  
て 、 上 記 交 差 位 置 Ｐ は 、 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ を 中 心 と す る 径 方 向 内 側 と 外 側 の ２ カ  
所 に 表 れ る 。 該 ２ カ 所 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ の 内 、 径 方 向 内 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ に お け る 上 記  
界 面 １ ６ ７ の 延 在 方 向 は 、 上 記 移 動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ に 近 づ く 方 向 に 向  
か う に つ れ て 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 近 づ く よ う に 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 対 し て 傾 斜 し て い て も よ い 。
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【 ０ ０ ５ ６ 】
　 上 記 （ ３ ） の 構 成 に よ れ ば 、 上 述 し た 径 方 向 内 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ の 近 傍 で は 、 上 記 界  
面 １ ７ １ は 、 上 記 移 動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ に 近 づ く 方 向 に 向 か う に つ れ て  
径 方 向 内 側 に 近 づ く 。 そ の た め 、 第 １ 層 １ ６ ３ を 形 成 す る 前 の 弁 体 １ ６ ０ を 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ  
に 沿 っ て 弁 座 １ １ ０ 側 か ら 見 た と き に 、 弁 体 １ ６ ０ に お け る 開 先 の 表 面 、 す な わ ち 第 １ 層  
１ ６ ３ を 形 成 し よ う と す る 母 材 １ ６ １ の 表 面 が 、 上 述 し た 径 方 向 内 側 の 交 差 位 置 Ｐ に 相 当  
す る 部 分 に 隠 れ な い 。 そ の た め 、 第 １ 層 １ ６ ３ を 形 成 す る 前 の 弁 体 １ ６ ０ を 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ  
に 沿 っ て 弁 座 １ １ ０ 側 か ら 溶 接 し て 第 １ 層 １ ６ ３ を 形 成 す る 場 合 に 、 上 述 し た 径 方 向 内 側  
の 交 差 位 置 Ｐ に 相 当 す る 部 分 が 第 １ 層 １ ６ ３ を 形 成 す る 際 に 邪 魔 に な ら な い 。 こ れ に よ り  
、 弁 体 １ ６ ０ に お い て 第 １ 層 １ ６ ３ を 形 成 し 易 く な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ ４ ） 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 上 記 （ ２ ） 又 は （ ３ ） の 構 成 に お い て 、 弁 座 １ １ ０ の 上 記  
断 面 に お い て 、 上 記 交 差 位 置 Ｐ は 、 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ を 中 心 と す る 径 方 向 内 側 と  
外 側 の ２ カ 所 に 表 れ る 。 該 ２ カ 所 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ の 内 、 径 方 向 外 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ に  
お け る 上 記 界 面 １ １ ７ の 延 在 方 向 は 、 上 記 移 動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ に 近 づ  
く 方 向 に 向 か う に つ れ て 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 近 づ く よ う に 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 対 し て 傾 斜 し て い て  
も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 上 記 （ ４ ） の 構 成 に よ れ ば 、 上 述 し た 径 方 向 外 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ の 近 傍 で は 、 上 記 界  
面 １ １ ７ は 、 上 記 移 動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ か ら 遠 ざ か る 方 向 に 向 か う に つ  
れ て 径 方 向 外 側 に 近 づ く 。 そ の た め 、 第 １ 層 １ １ ３ を 形 成 す る 前 の 弁 座 １ １ ０ を 中 心 軸 Ａ  
Ｘ ｂ に 沿 っ て 弁 体 １ ６ ０ 側 か ら 見 た と き に 、 弁 座 １ １ ０ に お け る 開 先 の 表 面 、 す な わ ち 第  
１ 層 １ １ ３ を 形 成 し よ う と す る 母 材 １ １ １ の 表 面 が 、 上 述 し た 径 方 向 外 側 の 交 差 位 置 Ｐ に  
相 当 す る 部 分 に 隠 れ な い 。 そ の た め 、 第 １ 層 １ １ ３ を 形 成 す る 前 の 弁 座 １ １ ０ を 中 心 軸 Ａ  
Ｘ ｂ に 沿 っ て 弁 体 １ ６ ０ 側 か ら 溶 接 し て 第 １ 層 １ １ ３ を 形 成 す る 場 合 に 、 上 述 し た 径 方 向  
外 側 の 交 差 位 置 Ｐ に 相 当 す る 部 分 が 第 １ 層 １ １ ３ を 形 成 す る 際 に 邪 魔 に な ら な い 。 こ れ に  
よ り 、 弁 座 １ １ ０ に お い て 第 １ 層 １ １ ３ を 形 成 し 易 く な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ ５ ） 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 上 記 （ ２ ） の 構 成 に お い て 、 弁 体 １ ６ ０ の 上 記 断 面 に お い  
て 、 上 記 交 差 位 置 Ｐ は 、 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ を 中 心 と す る 径 方 向 内 側 と 外 側 の ２ カ  
所 に 表 れ る 。 該 ２ カ 所 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ の 内 、 径 方 向 内 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ に お け る 上 記  
界 面 １ ６ ７ の 延 在 方 向 は 、 上 記 移 動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ に 近 づ く 方 向 に 向  
か う に つ れ て 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ か ら 遠 ざ か る よ う に 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 対 し て 傾 斜 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 記 （ ５ ） の 構 成 に よ れ ば 、 上 述 し た 径 方 向 内 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ の 近 傍 で は 、 上 記 界  
面 １ ６ ７ は 、 上 記 移 動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 に 近 づ く 方 向 に 向 か う に つ れ て 径 方 向  
外 側 に 近 づ く 。 そ の た め 、 仮 に 第 １ 層 １ ６ ３ が 上 記 界 面 １ ６ ７ で 母 材 １ ６ １ か ら 剥 離 し た  
と し て も 、 第 １ 層 １ ６ ３ が 上 述 し た 径 方 向 内 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ と 干 渉 す る た め 、 弁 体 １  
６ ０ が 弁 座 １ １ ０ に 近 づ く 方 向 に 向 か っ て 第 １ 層 １ ６ ３ が 母 材 １ ６ １ か ら 脱 落 し 難 く な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ ６ ） 幾 つ か の 実 施 形 態 で は 、 上 記 （ ２ ） 又 は （ ５ ） の 構 成 に お い て 、 弁 座 １ １ ０ の 上 記  
断 面 に お い て 、 上 記 交 差 位 置 Ｐ は 、 弁 体 １ ６ ０ の 中 心 軸 Ａ Ｘ を 中 心 と す る 径 方 向 内 側 と 外  
側 の ２ カ 所 に 表 れ る 。 該 ２ カ 所 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ の 内 、 径 方 向 外 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ に お  
け る 上 記 界 面 １ １ ７ の 延 在 方 向 は 、 上 記 移 動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ に 近 づ く  
方 向 に 向 か う に つ れ て 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ か ら 遠 ざ か る よ う に 中 心 軸 Ａ Ｘ ｂ に 対 し て 傾 斜 し て い  
て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 上 記 （ ６ ） の 構 成 に よ れ ば 、 上 述 し た 径 方 向 外 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ の 近 傍 で は 、 上 記 界  
面 １ １ ７ は 、 上 記 移 動 方 向 の 内 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ か ら 遠 ざ か る 方 向 に 向 か う に つ  
れ て 径 方 向 内 側 に 近 づ く 。 そ の た め 、 仮 に 第 １ 層 １ １ ３ が 上 記 界 面 １ １ ７ で 母 材 １ １ １ か  
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ら 剥 離 し た と し て も 、 第 １ 層 １ １ ３ が 上 述 し た 径 方 向 外 側 の 上 記 交 差 位 置 Ｐ と 干 渉 す る た  
め 、 弁 体 １ ６ ０ が 弁 座 １ １ ０ か ら 遠 ざ か る 方 向 に 向 か っ て 第 １ 層 １ １ ３ が 母 材 １ １ １ か ら  
脱 落 し 難 く な る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
１ ０ ０   蒸 気 弁
１ ０ １   蒸 気 流 路
１ ０ ３   接 触 位 置
１ １ ０   弁 座
１ １ １   母 材
１ １ ３   第 １ 層
１ １ ５   第 ２ 層
１ １ ７   界 面
１ ６ ０   弁 体
１ ６ １   母 材
１ ６ ３   第 １ 層
１ ６ ５   第 ２ 層
１ ６ ７   界 面
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【 図 面 】
【 図 １ Ａ 】 【 図 １ Ｂ 】
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【 図 ２ 】 【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】



10

JP 7477724 B2 2024.5.1(17)

フロントページの続き

(56)参考文献 特開２０１４－１７０２（ＪＰ，Ａ）
特開２０１９－５７８４（ＪＰ，Ａ）
特開２０１０－２３６３８５（ＪＰ，Ａ）
特開平２－１９６１１７（ＪＰ，Ａ）
特開平７－３４９６５（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｆ１６Ｋ      １／００－１／５４
７／００－７／２０
１３／００－１３／１０
２５／００－２５／０４
２９／００－２９／０２
３３／００
９９／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

